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研究成果概要 
コロナ禍が前年度に収束し、2017-2018 年度において JSPS 外国人研究員として NICT
に滞在した研究員が 2024 年度に再び来日して 1 ヶ月滞在して、研究を再開し、真空系

の整備等を行った。 
また、光共振器を開発する本共同利用研究において、光共振器のアプリケーションとし

て光周波数標準のための局部発振器としての利用以外に、超微細構造定数の変化に対す

る光共振器と原子の共鳴周波数の感度の違いを利用して、トポロジカルな暗黒物質の検

出を行うという研究スキームがある。これは上記の研究員が所属するポーランドのトル

ン大学が提案したものである。光格子時計は、欧州、米国とともに、アジア域において

も韓国の標準研究機関 KRISS 及び産総研で近年稼働率が高まってきており、本年度

NICT を含む 3 機関でその光格子時計データを共有するためのサーバーを整備すること

で、複数地点でのデータを活用した研究を行う基盤を構築した。また、商用の光格子時

計が島津製作所から発売されたことにより、定常的な光格子時計の運用も現実的となり

つつある。近距離にあるアジア域内の信号の相関や遠距離離れた欧米との間で得られる

信号の相関を取る事で、上記暗黒物質検出のより確度の高い測定や、新しい現象の検出

等が期待される。 
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